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看護学概論

看護方法Ⅰ　　　 環境の調整 木田 16 講義・校内実習

生活援助技術 活動と休息 小林 14 講義・校内実習

看護方法Ⅱ 食事の援助 寺岡 14 講義・校内実習
生活援助技術 排泄の援助 増田 16 講義・校内実習

看護方法Ⅲ 清潔・衣生活の援助 後藤 20 講義・校内実習

生活援助技術
対人関係の援助技術 コミュニケーション 亀澤 10 講義・演習

看護方法Ⅳ 孕石 20 講義・校内実習

診療に伴う技術 西川 10 講義・校内実習

看護方法Ⅴ　　　 与薬 橋本 18 講義・校内実習

診療に伴う技術 検査における看護 寺岡 12 講義・校内実習

看護方法Ⅵ 記録･報告･教育的関わり 木田 10 講義・演習

看護活動に共通の技術 感染予防の技術 吉田 20 講義・校内実習

看護方法Ⅶ 呼吸・循環を整える 木田 20 講義・校内実習

生命活動を支える技術 救命・救急看護 吉田 10 講義・研修

看護方法Ⅷ 木田 16

看護過程を展開する技術 西川 14

臨床看護演習 木田 20

西川 10
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講義・演習

講義・演習

　　　　　　　2019年度　基礎看護学　講義進度表

科目内容

看護の役割　主要概念
看護理論　看護史

フィジカルアセスメン
ト

看護過程展開の技術

主要症状の観察の視点
と看護方法

科目



科目
　単元

7 9 # # # 1 2 3 4 5 6 7 9 # # # 1 2 3

　成人期にある対象の理解 橋本 6 講義
　成人期にみられる健康問題 橋本 8 講義
　成人看護に有用な理論 橋本 12 講義
　成人期にある人への保健活動 保健師 4 30 講義
成人看護方法Ⅰ
　内部環境調整機能障害のある人への看護(糖尿病) 孕石 6 講義
　内部環境調節機能障害のある人への看護(慢性腎不全)橋本 8 講義
　栄養摂取・代謝障害のある人への看護(肝硬変)寺岡 6 講義
　内分泌機能障害のある人への看護（甲状腺機能障害）橋本 4 講義
　循環機能障害のある人への看護(心不全) 福與 6 30 講義
成人看護方法Ⅱ
　周手術期にある人の特徴と理解 福與 6 講義
　手術療法を受ける患者の理解と看護の実際(術前）石川 2 講義
　手術療法を受ける患者の理解と看護の実際（術中）浅野 2 講義
　手術療法を受ける患者の理解と看護の実際（術後）長坂･石川 4 演習
　栄養摂取･代謝機能障害のある人への看護（胃がん）橋本 10 講義
　循環機能障害のある人への看護(虚血性心疾患)片山 4 講義
　標準12誘導心電図 孕石 ＊2 30 演習
成人看護方法Ⅲ
　運動機能障害のある人への看護（関節リウマチ)孕石 8 講義
　運動機能障害のある人への看護(骨折) 片山 6 講義
　脳･神経機能障害のある人への看護(脊髄損傷) 西川 6 講義
　脳･神経機能障害のある人への看護(脳血管障害)山邊 6 講義
　消化･吸収機能障害のある患者への看護（人工肛門造設）河原崎 4 30 講義
成人看護方法Ⅳ
　緩和ケア概論 橋本 2 講義
　意思決定とコミュニケーション 孕石 6 講義
　緩和ケアと生命倫理 橋本 2 講義
　放射線療法を受けている人への看護（肺がん）秋山 6 講義
　終末期にある人を支える看護の実際 石井 6 講義
　終末期にある人の家族および遺族への看護 黒木 4 講義･演習
　化学療法を受けている人への看護（乳がん） 遠藤 4 30 講義
成人看護過程展開技術
　事例展開１ 孕石 12 演習
　事例展開２ 橋本 18 30 演習
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成人看護概論

2019年度　　成人看護学　　講義進度表

担当
時間 計 方法

学習進度
１年次 ２年次

＊はダブルで行う



9月10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月1月 2月 ３月

老年看護概論Ⅰ 老年期を知る 2 竹田

3０時間 老年期の発達と成熟 2 竹田

１単位 加齢に伴う身体的、心理的、社会的変化 6 竹田

高齢者疑似体験 2 小林

高齢者の生活環境と健康 2 小林

高齢者会における保健医療福祉（part1） 2 金子

高齢者会における保健医療福祉（part2） 2 金子

高齢者の権利擁護 2 金子

高齢者におけるセクシュアリティ 2 金子

地域における老人保健事業と介護保険の現状 2 保健師

老年看護の特徴（自立支援・理論） 2 竹田

老年看護の役割 4 竹田

老年看護概論Ⅱ 消化器感染症・泌尿器・感覚器・循環器・甲状腺 8 渡邊

１５時間 呼吸器系感染症・老年症候群・廃用症候群 4 田村

１単位 認知症・パーキンソン症候群 3 鈴木

老年看護方法Ⅰ 老年看護の基本、機能と役割 2 竹田

３０時間
高齢者のアセスメントとケアの
技法

16
竹田・小林

八木

１単位 介護福祉施設での看護 2 老人施設看護師

認知症高齢者の理解 2 竹田

認知症に対する関わり方 4 増田

老年者の健康維持のための福祉レクリェーション 2 小池

老年看護方法Ⅱ 健康の段階と健康障害を持つ高齢者の理解 2 小林

３０時間 誤嚥性肺炎の高齢者の看護 6 小林

終末期にある老年者の看護 2 小林

１単位 大腿骨頸部・大転子部骨折の高齢者の看護 6 竹田

肺気腫・心不全を持つ高齢者の看護 6 竹田

認知症・大腸がんの高齢者の看護 6 竹田

16

老年看護学　講義進度表

時間 担　当
1 年 次 2 年 次

科　目 科　目　内　容



4月5月6月7月9月10月11月12月1月2月3月

小児看護概論Ⅰ 1、小児とは 2 亀澤

30時間 2、小児の成長発達の原理と評価 2 寺岡

１単位 3、小児各期の発達特徴と援助 10 亀澤

4、「小児と家族」のアセスメント 4 亀澤

5、小児の身体計測とフィジカルアセスメント 10 寺岡

6、試験・まとめ 2 寺岡

小児看護概論Ⅱ 新生児疾患、循環器・呼吸器、消化器疾患 6 清水

20時間 6 熊谷

１単位 6 増井

血液疾患 2 近井

小児看護方法Ⅰ 1、子どもの家族を取り巻く社会 2 亀澤

２0時間 2、小児看護の理念と倫理 2 亀澤

１単位 3、疾病や障害を持つ子どもと家族の看護 4 亀澤

4、小児病棟の看護 2 亀澤

5、小児保健の動向と統計 4 保健師

6．諸統計・小児の在宅療養・試験 6 寺岡

小児看護方法Ⅱ 1、小児期に特徴的な症状と看護 4 寺岡

３０時間 2、子どもの診療に伴う技術 8 寺岡

1単位 3、小児看護の展開 2 亀澤

4、様々な状況にある小児の看護 6 亀澤

5、小児の看護過程展開 8 亀澤

6、試験・まとめ 2 寺岡
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時間 担　当科　目 科　目　内　容

小児医療の特殊性、遺伝子・染色体疾患、神経性
疾患・腎疾患

免疫疾患･膠原病・アレルギー疾患・感染性
疾患・内分泌疾患・発達障害

2019 年度 小児看護学　講義進度表　　



1年次 2年次

11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 9月10月11月12月1月 2月 3月

母性看護概論Ⅰ １．母性看護の概念 4

２．母性看護の歴史 2

25時間 ３．母性を取り巻く環境 10

１単位 ４．地域における母子保健活動 2 保健師

５．地域における助産師の活動 2 草野

６. 母性看護における看護師の役割

７．母性看護と倫理、母性看護の目的

母性看護概論Ⅱ １．母性の発達 2

２．胎児・新生児の能力 2

３．母子相互作用 2

４．母と子の絆 2

20時間 ５．父性 2

１単位 ６．女性のライフサイクルと健康 2

７．思春期の健康と看護 2

８．成熟期の健康の看護 2

９．更年期の健康と看護 2

母性看護方法Ⅰ 6
増田
黒田

25時間 ２．妊娠期における看護 10 久保山

１単位 ３．分娩期における看護 8 杉村

母性看護方法Ⅱ １．産褥期における看護 10 杉山

30時間 ２．新生児期の看護 10 増田

１単位 ３．母性看護過程 母性看護に必要な技術 8 増田
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１．妊娠期の女性のライフサイクルにおける
形態機能の変化

母性看護学　講義進度表

担　当

伊藤

科　目 科　目　内　容

伊藤

伊藤

時間

4



科目 科目内容 時間 担当 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

精神看護概論Ⅰ 精神の健康と障害 2 後藤

３０時間 こころの発達・機能、ストレス反応 4 木島

１単位 ストレス・依存についての理解と対処 2 平林

8 平林

精神医療看護の歴史・法・制度 2 後藤

精神の健康と家族との関連 2 後藤

精神を病む人への治療と看護 8 後藤

精神の健康とリエゾン看護 2 松永

精神看護概論Ⅱ 精神科医療の歴史と法 2 田中

２０時間 高次大脳機能の理解・てんかんの病態、治療、対処法 2 八木

１単位 4 村上

精神機能の障害と治療（統合失調症、感情障害） 4 富永

8 福島

精神看護方法Ⅰ 入院するということ 2 後藤

２０時間 患者の観察と症状アセスメント 4 後藤

１単位 治療過程における看護 4 西島

6 青木

地域で生活する精神障がい者を支える援助 2 木島

回復を支えるプログラム 2 木島

精神看護方法Ⅱ 患者－看護師関係 10 後藤

３０時間 精神科病棟の特徴、治療的環境とは 2 長倉

１単位 看護における感情労働 2 長倉

精神症状における看護 6 長倉

看護過程演習 10 後藤
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ライフステージの各段階における心理発達課題と
問題行動

精神機能の障害と治療（精神機能と治療、精神疾
患の分類・検査・治療）

精神機能の障害と治療（神経障害、器質的精神障
害、発達障害）

精神科で出会う人々への看護　（治療的環境、緊
急事態、身体的ケア）

精神看護学　講義進度表



科目 科目内容 時間 担当 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

在宅看護概論Ⅰ １．在宅看護論ガイダンス 2
２０時間 ２．在宅看護の対象の特性 4
１単位 ３．在宅看護の特徴 4 西川

４．在宅看護の継続性 2 大井
５．在宅看護の歴史 2
６．在宅看護の安全性の確保 2
７．在宅看護と倫理 2

在宅看護概論Ⅱ １．在宅医療の現状と課題 2 篠原
３０時間 ２．超高齢社会における医療の変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１単位 　　在宅療養の現状と課題

３．在宅における地域の捉え方
　　保健・医療・福祉の動向
　　地域を取り巻く保健・医療・福祉の連携
４．ケアマネジメントの意義と目的、居宅サービス計画4
５.在宅医療・介護における地域ケアシステム 2 東野
６．地域の社会資源 4
７．地域ケアネットワーク 2
８．訪問看護の対象者 2 池田
９．訪問看護活動の実際 2 大石

在宅看護方法Ⅰ 2

３０時間 2．在宅における活動と休息の援助 2
1単位 3．在宅における清潔の援助 6 小林

４．在宅における食事の援助 4
５．在宅における排泄の援助 4
６．在宅における栄養管理とケア 2 大井
７．在宅における呼吸管理とケア 4 吉田
８．在宅における排泄管理とケア 2
９．在宅における褥瘡予防とケア 2

在宅看護方法Ⅱ １．在宅療養者の状態別看護 10
20時間　1単位 ２．在宅看護過程の展開 8
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１．在宅看護における基本的姿勢とコミュニ
ケーション技術

吉田

大井

西川

吉田

吉田

6
朝比奈

4 杉浦

西川

吉田

在宅看護論　講義進度表



看護の統合と実践  進度表

科目
担当者

科目

　単元
4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3

医療安全と看護管理

竹田 　看護管理 増田 10 講義

竹田 14 講義

　医療安全 浦田 6 講義

国際看護と災害看護

亀澤 　国際看護 戸塚 8 講義

　災害看護 櫻井 12 講義

看護研究

亀澤 　看護研究の基礎的知識 亀澤 10 講義

　ケーススタディ 亀澤 20 講義・演習

総合看護実践

竹田 　事例をもとに演習（前半） 吉田 12 演習

　事例をもとに演習（後半） 14 演習

　客観的臨床能力試験 4 試験
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担当

竹田

方法
時
間

3年次


